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田
百

l
マ
ン
橋
』
の
命
名
や
、
橋
の
連
結
を
祝

ス
デ
ィ
パ
ル
羽
」
が
6
月
叩
目
、
殿
城
の
現
地

3

0

0

0
人
を
越
え
る
人
た
ち
が
、
橋
の
連

、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
ほ
か
、
多
く
の
催
し

し
て
、
日
本

一
の
長
さ
れ
7
1
司
・

5
m
M

を
喜
ん
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
砂
で
し
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美しく魅力あふれる上田市は

わなしたちの主で
上田市i景観条例手月 1J日から施行 ，町、，

-
市
民
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
協
力
で
魅
力
あ
る
景
観
づ
〈

D

景
観
は
わ
た
し
た
ち
が
「
守
り
・
つ
く
り

・
育
て
る
」
も
の
で
す

短
期
間
で
つ
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
毎
年
少
し
づ
っ
積
み
重
ね
、
長

い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
景
観
づ
く
り
へ
の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て

景
観
に
対
す
る
心
遣
い
が
必
要
で
す
。

地
域
の
景
観
は
、
家
を
建
て
た
り
庭
を
つ
く
る
と
い
っ
た
日
常
生
活
の

活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
個
人
の
敷
地

で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
景
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
公
共
的
意
味
合
い
を
も
っ

て
い
ま
す
。

道
路
な
ど
か
ら
見
え
る
建
物
の
外
観
、
門
、
塀
、
庭
先
、
玄
関
前
な
ど

は
、
ま
ち
並
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
す
る
公
共
性
を
も
っ
た
空
間
で
す

こ
の
空
間
を
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
に
な
る
よ
う
に
、
周
辺
の
自

然
や
ま
ち
並
み
に
あ
わ
せ
た
景
観
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

公
共
の
道
路
に
面
す
る
敷
地
で
は
、
道
路
境
界
か
ら

1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

を
「
中
間
領
域
」
と
考
え
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
中
間
領
域
を
、
自
身
の

責
任
に
お
い
て
、
美
し
く
魅
力
的
に
し
よ
う
と
考
え
実
践
す
れ
ば
、
ま
ち

は
大
き
く
変
わ
り
、
人
々
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、
市
民
が
誇
り
と
愛

着
の
も
て
る
ま
ち
に
な
る
の
で
す
。

中
間
領
域
で
は
、
す
ぐ
に
取
り
組
め
そ
う
な
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
実

践
を
お
勧
め
し
ま
す
。

花
木
、
生
け
垣
な
ど
を
設
け
、
緑
豊
か
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
。

日
ご
ろ
か
ら
帰
除
を
し
て
、
常
に
美
し
く
。

粗
大
ご
み
な
ど
、
目
障
り
な
も
の
は
放
置
し
な
い
。

ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
個
人
や
近
隣
で
実
践
す
れ
ば
、
す
ば

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
美
し
く
魅
力
あ
る
ま
ち
並

み
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
り
だ
し
、
守
っ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
で
す
。

，画、，

-
自
主
的
活
動
を
応
掻
し
ま
す

各
地
区
の
皆
さ
ん
が
景
観
に
つ
い
て
の
研
究
ゃ
、
身
近
な
環
境
を
守
り

育
て
る
活
動
を
し
た
り
、
景
観
づ
く
り
の
た
め
の
地
区
内
の
ル
ー
ル
を
定

め
た
場
合
(
景
観
協
定
)
、
市
が
認
定
し
応
援
し
ま
す
H
技
術
的
援
助
や

活
動
費
の
助
成
。

周囲の色と淘和させ、まち全体としての

一体感に配慮します、住宅地としての落

ち渚きやゆとりの感じられる色にして、

けばけばしい色は避けます。

2m程度の路地の設鐙

を検討します

・宅地を相互に連絡す

ることにより、地域

のコミュニティが形

成されます。

・住民生活のやl便性が
向よします。

-緑化スペースとして

利用できます。

クーラー野外機、灯油タンク、ガスボン

べなどの野外設績を目立たなくします。

周辺の建物と問稜度の{噴きをもった勾配屋根

を基本として、陸屋根や念、勾目Eの屋根の混在
を避けます。

全面道路から壁面線をできるだけ後退さ

せて解放感をtおします。

門、覇軍などの工作物は本体

建物と一体的なデザインに

します。

[2 ] 7 7. 

フヱンスをツタ絵値物で覆ったり、ブロック塀を生け塩化

するなど緑化を図ります。風土にあった樹木を用いた緩合

緑化により四季の変化を演出しますF また、:aや実により

銭などの虫や小鳥が集まる植物を活用します。

広報うえだ7.

駐車場l立直接、 Z草が見えないようにしたり、軍主草されていない
時でも、無表情名空間にならないようにします.



全体として、住宅勉らしく落ち着きの感

じられるデザイン、色彩とします。
屋根訟0・1ま外壁の立ちょげや、
建物と同ーのデザイン、色彩

のルーパ一等で目立たせない

ヱ夫をします。 山地や回目砲では島是認を妨げ

ないようにします。

野外股0・や配管類を11出させな
いようにヱ夫します。

パルコヱーを花毒事で美しく演出します

バルコニーに物があふれないよう十分な

奴納スペースを磁保し、また、i5t漬物が

外から見えなくなるよう物干し用の金具

の位置をほくする等の工夫をします

鉄骨階段の湯合はルーパーで目

憶しする等の配慮をします。

全面道路から建築物の壁面線を

後退させ解放感を出します。

オープンスペースを確保して、

緑化等に活用します

駐.渇周辺に繍~して直後外から
自動車が見えないようにします。

ゴミ置き場は普段l主人々に怠織させ
ないようなっくりにします

置
慣
観
形
成
量
点
地
区
を
指
定
し
ま
す

各
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
上
田
市
の
景
観
の

顔
と
な
る
よ
う
な

「①
自
然
や
歴
史
の
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
区

②

住
宅
、
商
業

・
業
務
施
設
や
工
業
施
設
の
ま
と
ま
っ

て
い
る
地
区

③

開

発
事
業
が
予
定
さ
れ
、
計
画
的
に
景
観
整
備
の
必
要
な
地
区

④
幹
線
道

路
や
河
川
に
沿
っ
て
い
る
地
区
」
な
ど
か
ら
、
景
観
形
成
重
点
地
区
を
指

定
を
し
ま
す
。

地
区
内
で
建
築
行
為
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

.
，
観
置
要
建
黛
物
世
帯
の
指
定
を
し
ま
す

地
域
の
景
観
に
良
い
影
響
を
与
え
る
優
れ
た
建
物
等
を
、
所
有
者
の
同

意
を
得
て
指
定
し
ま
す
。
保
存
の
う
え
で
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
技
術
的
援
助
や
助
成
を
し
ま
す
。

-
優
れ
た
最
観
の
建
物
専
を
車
部
鹿
し
ま
す

平
成
4
年
か
ら
毎
年
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
た
建
築
物
や
所
有

者
、
設
計
者
、
関
係
者
や
団
体
の
功
績
を
表
彰
し
て
い
ま
す

(上
田
市
景

観
賞
)。
今
年
は、

9
月
1
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
で
募
集
し
ま
す
。

-
大
甥
植
な
建
纂
物
憧
曹
を
計
画
す
る
揖
含
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

大
規
模
な
建
築
物
等
が
ま
わ
り
の
環
境
や
景
観
に
与
え
る
影
響
は
大
変

大
き
な
も
の
で
す

市
内
で
一
定
の
規
模
を
超
え
て
建
築
物
や
工
作
物
、
広
告
物
の
設
置
、

地
形
の
変
更
、

土
石
類
の
採
取
、
物
品
の
集
積
な
ど
を
計
画
す
る
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。

-
『
上
田
市
都
市
最
観
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
活
用
を

景
観
づ
く
り
の
重
要
な
要
紫
で
あ
る
雄
築
物
、

工
作
物
ぺ
屍
外
壁
易
、

緑
化
な
ど
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン

・
色
彩
な
ど
の
方
向
づ
け
を
、
よ
り
具
体

的
で
利
用
し
や
す
い
も
の
に
ま
と
め
た
手
引
書
が
「
上
田
市
都
市
景
観
デ

ザ
イ
ン
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
す
。
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
た
め
に
配
慮
し
て

い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
紹
介
し
な
が
ら
ま

と
め
た
も
の
で
、
計
画
、
設
計
、
施
工
の
際
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
便

利
で
す
。

一
般
住
宅
及
び
大
規
模
な
建
物
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
本
的
な
指
針

は
図
の
と
お
り
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

(内
線
1
5
8
5
・
1
5
8
6)

中間領i或

私的領1a

行為の例 届出を要する規模

一
高さ13メー トル文は建築面積1.000

建築物の新築等
平方メートルを鍾えるもの

面積が3，000平方メートル又r;t建築
土地の形質の変更

個数が10戸を越えるもの

広告物の表示 表示面積が25平方メートルを超えるもの
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国づくりふるさとづくりこの一票

日(日)7月23
参議院議員通常選挙

2v
戸
か
け
て

皆
ん
が
で
行
ニ
う

明
る
い
選
挙
戸池
田
芳
正
さ
ん
J

一投崇Hは家族全員で一投
票
で
き
る
人

A
V
投
票
日
現
在
、
満
別
歳
以
上

〈昭

和
印
年
7
月
M
日
以
前
の
生
ま
れ
)

で
、
平
成
7
年
4
月
5
日
以
前
か
ら
、

引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
、

住
民
登
録
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

-3月お
日
以
後
に
、
上
田
市
か
ら

他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
人
で
、

転
出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
田
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

こ
の
場
合
、
投
票
で
き
る
場
所
は
、

旧
住
所
地
で
登
録
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
投
票
所
で
す
。

-4月6
日
以
後
に
他
の
市
町
村
か

ら
上
田
市
に
転
入
さ
れ
た
人
で
、
旧

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
旧
市
町
村
で
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

市
内
に
転
居
さ
れ
た
人

-7月1
日
出
ま
で
に
市
内
で
住
所

を
移
し
、
市
役
所
市
民
課
か
各
支
所

で
転
入
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す
。
7
月
2
日
倒
以
後
の

市
内
転
居
者
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
な
い
人

-
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
現
実
に
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い

人。
例
え
ば
、
大
学
な
ど
に
修
学
の
た

め
、
住
民
票
を
上
田
市
に
置
い
た
ま

ま
市
外
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
入

場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

入
場
券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
郵
送
に
よ
っ

て
お
届
け
し
ま
す
。
入
場
券
は
、
郵

便
は
が
き
1
枚
に
世
帯
単
位
の
4
名

連
記
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
人

ず
つ
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日
近

く
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
1
6
7
1
・

1
6
7
2、
有
線
②
0
9
0
1
)

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
選
挙
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
、
入
場
券
に
次
の
も
の

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
表
を
は
が
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

はがすと

仁!口
投
票
で
き
る
時
間

投
票
時
間
は
、

午
前
7
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉
の
各

投
票
所
は
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
時
間

の
余
裕
を
み
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
し
か
た

-
投
票
の
方
法

投
票
は
、

2
回
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
は
じ
め
に
、
長
野
県
選
出
議
員
選

挙
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

次
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
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-え-つ密

政
党
の
名
前
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
4

・
自
分
で
書
け
な
い
人
は

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
手
に
け
が
を
し
て
い
た

り
、
字
を
知
ら
な
い
で
書
け
な
い
と

き
は
、
投
票
所
の
係
が
代
わ
っ
て
書

き
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

-
自
の
見
え
な
い
人
は

点
字
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

園
調
掴
.
週
圃
圃

候
補
者
の
氏
名
、

-
E
E
-
E
E・
経
歴
、
政
見
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

自
治
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
が
、
自
治

会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
直
接
送
達
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
万

一
未
着
の
場
合
は
、
各
支

所
ま
た
は
市
役
所
に
予
備
を
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



こ紘とき{ま
不在者投票をl
投
票
は
、
投
諜
日
当
日
に
、
決
め

ら
れ
た
投
票
所
で
投
票
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
投
票
日
に
自
分
の
投
票

区
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
、
市
外
へ

旅
行
中
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
入
院

し
て
い
る
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
投

票
所
へ
行
け
る
見
込
み
の
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
し
か
し
べ
あ
く
ま
で
も
例
外
的

な
も
の
で
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
理

由
が
必
要
で
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

-
投
票
日
に
、
自
分
の
投
票
区
の
区

域
外
で
、
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

中
の
人A-やむ
を
得
な
い
用
務
の
た
め
、
市

外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の
人

-
疾
病
負
傷
、
妊
娠
老
衰
、
身
体
の

障
害
等
に
よ
り
、
投
票
自
に
投
票
所

へ
行
く
の
が
困
難
と
予
怨
さ
れ
る
人

.
他
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
、
転

居
先
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
ず
に
、
上
田
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

A-「
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
」

の
指
定
を
受
け
た
病
院
や
施
設
に
入
っ

て
い
る
人

不
在
者
投
票
の
手
続
き

-
上
田
市
で
投
票
を
行
う
場
合

①
入
場
券
〈
届
い
て
い
る
と
き
)
と

印
鑑
を
持
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
室

(
市
役
所
南
庁
令
3
階
)

へ
。
投
諜

円
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
理
由
を
、

不
在
者
投
票
宣
誓
書
(
選
挙
管
理
委

員
会
に
あ
り
ま
す
)
に
書
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
宣
誓
舎
を
憎
む
き
終
わ
っ
た
ら
、
投

票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

-
他
の
市
町
村
で
投
票
を
行
う
場
合

①
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
投
票
日
に
投
票
所

へ
行
け
な
い
理
由
を
住
い
た
宜
容
冷

を
添
え
て
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

②
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
、
不
在

者
投
票
証
明
書
を
本
人
に
郵
送
し
ま

す
。
た
だ
し
、
不
在
者
投
票
証
明
書

は
開
封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

③
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
〈
白
紙
の

も
の
)
、
投
票
用
封
筒
、
不
在
者
投

票
証
明
書
を
持
っ
て
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
候
補
者
名
を
書
い

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

制
仰
に
ち
の

迭
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

.
病
院
な
ど
で
投
票
を
行
う
場
合

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
(
指
定

さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
l
ム
な
ど
)

に
入
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施

設
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
の
日
時
は
、
直
接
施
設
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
在

者
投
票
所
に
は
候
補
者
の
氏
名
を
掲

示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

投豪に行けない人も大丈夫。不
在
者
投
票
の
期
間
と
時
間

7
月
6
日
附
か
ら
7
月

n目
的
ま

で
の
げ
日
間

※
土
曜

・
日
曜
を
問
わ
ず
、
午
前
8

時
叩
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
行
い
ま

未
来
を
築
く

明
る
い
選
挙

戸
依
岡
絵
理
子
さ
ん
d

す。郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
う

ち
次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ

る
在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。

-
投
票
で
き
る
人

マ
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
移
動
機
能

等
の
障
害
に
よ
り
、
一
級
ま
た
は
二

級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

マ
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
内
臓
機
能

等
の
障
害
に
よ
り
、

一
級
ま
た
は
三

級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

マ
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
こ
れ

ら
の
障
害
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
に

つ
き
県
知
事
が
証
明
し
た
人

マ
戦
傷
病
手
帳
所
持
者
で
特
別
項
症

か
ら
、
第
三
項
症
ま
で
の
人
で
定
め

ら
れ
た
症
状
に
該
当
す
る
人

※
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
は
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

.
郵
便
投
票
恒
明
書
の
交
付
申
楕

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す
る
郵

便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
(
こ
の
証
明
書

は、

4
年
間
有
効
で
す
か
ら
大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
〉

-
投
票
の
手
順

①
選
挙
期
日
前
4
日

(
7月
四
目
的
〉

ま
で
に
、
本
人
が
自
ら
署
名
し
た
請

求
魯
に
よ
り
、
投
票
用
紙
と
投
票
用

封
筒
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
本
人
自

身
が
候
補
者
1
人
の
氏
名
を
記
載
し
、

投
票
用
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
、
署

名
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
必
ず
郵
送
に
よ
り
、
本
人
が
選
挙

管
理
委
貝
会
の
委
員
長
に
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
期
間
が
短
く
、
郵
送
日
数
も

要
し
ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。@
 

ι
F
a
 

出かける音寺は忘れずに。
不在者役漂告すませましょう.ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
・
ご
協
力
を

上
田
市
で
は
、
選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
市
内
3
8

4
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

候
補
者
は
こ
の
掲
示
場
以
外

の
場
所
に
選
挙
運
動
用
の
ポ
ス

タ
ー
を
は
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す

お
宅
で
は
、
期
間
中
の
設
置
場

所
の
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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だ
れ
に
で
も
で
さ
忍

選
挙
運
動

公
平
で
正
し
い
選
挙
に
す
る
た
め
、

法
律
で
は
選
挙
運
動
に
関
し
い
ろ
い

ろ
制
限
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

-
選
挙
運
動
用
は
が
き

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け

た

「は
が
き
」
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

て
知
人
な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚

偽
や
公
共
の
秩
序
、
普
良
な
世
間
の

な
ら
わ
し
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
限

り
自
由
で
す
。
同

一
世
帯
内
あ
て
の

場
合
の
表
書
き
は
連
名
で
も
よ
い
で

す
が
、
工
場
、
事
業
所
、
会
社
な
ど

へ

「御
中
」
ま
た
は

「御
一
同
様
」

な
ど
と
書
き、

回
覧
す
る
こ
と
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

推
薦
人
と
し
て
名
前
を
出
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ

た
郵
便
局
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

-
個
人
演
脱
会

佃
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
個
々
面
接

屯
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上

で
た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
合
っ

た
と
き
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て

よ
い
政
治

選
挙
で
託
す

，w
m
w
 ，，_，.，. 

軍事
調ー

投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
0

・
電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

電
話
で
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も
自
由
に
で

き
ま
す
。

は
っ
き
り
候
補
者
の
氏
名
を
い
っ

て
投
票
を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、
だ

れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
相
手
の
迷
惑
も
考
え
な
い
、
ひ

と
り
よ
が
り
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、

実
際

に
で
き
る
の
は、

立
候
補
の
届
出
が

済
ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
で
す
。

ま
た
、
公
務
員
や
特
定
の
人
は
、

法
律
で
禁
止
や
制
限
を
受
け
ま
す
。

し
て
は
い
け
な
い

選
挙
運
動

-
候
補
者
の
寄
附
禁
止

候
補
者
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
す
る
寄
附
は
、
特
定
の
場

合
を
除
き
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
お
中
元
、
お
歳
暮
、
入
学
祝

ぃ
、
お
祭
り
の
寄
附
は
、
贈
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
特
定
の
場
合
と
は
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
及
び
親
族
等
に
対

す
る
場
合
で
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
候
補
者
に
対
し

て
、
選
挙
区
内
の
人
へ
の
寄
附
を
勧

誘
し
、
ま
た
は
要
求
す
る
こ
と
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
が
、
花
輪
、
供
花
、
香

典
祝
儀
等
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
個
別
訪
問
の
禁
止

個
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動
の
た

め
に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の

居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
(
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
も

戸
別
の
な
か
に
入
り
ま
す
)
。

ま
た
、

一
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
、

そ
の
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

玄
関
内
に
入
ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど
で

あ
っ
て
も
戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。

単
な
る
あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お
い
て

歩
く
こ
と
な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、

何
人
も
戸
別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
立
候
補
届
出

後
で
あ
る
か
立
候
補
の
決
意
前
で
あ

る
か
は
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸市川
林
孝
男
さ
ん
d

-
署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
関
し
、
投
票
し
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目

的
で
、
選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

事

a
う

.
買
収
饗
応
の
禁
止

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た

は
選
挙
運
動
に
対
し
、
金
銭
、
物
品

な
ど
を
贈
っ
た
り
、
約
束
す
る
こ
と
、

ま
た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、
芝
居
や

遊
覧
旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他

相
手
方
に
慰
安
な
ど
を
与
え
て
歓
待

す
る
こ
と
も
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

.
選
本
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
と
ば

し
た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙

運
動
員
な
ど
を
脅
か
し
た
り
、
演
説
、

集
会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た
り
、

選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、

投
票
に
干
渉
し
選
挙
の
自
由
を
妨
げ

る
と
罪
と
な
り
ま
す
。

-
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、
そ
の
名

目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
飲
食
物
(
料

理
、
弁
当
、
酒
、
ピ
l
ル、

ジ
ュ
ー

ス
、
果
物
菓
子
な
ど
な
ん
ら
加
工
し

な
く
て
も
そ
の
ま
ま
飲
食
に
供
し
得

る
も
の
)
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
貝

や
選
挙
運
動
に
使
用
す
る
労
務
者
を

慰
労
す
る
目
的
で
飲
食
を
提
供
す
る
、

第
三
者
が
候
補
者
を
激
励
す
る
た
め

に
、
陣
中
見
舞
い
と
し
て
候
補
者
な

ど
に
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
も
い

引

け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
い
に
清
酒
を
持
っ
て
い

7

く
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
お
茶
や
日
常
用
い
ら
れ
て
い
る

ァ

程
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま

U

せ
ん
。

-
気
勢
を
張
る
行
為
の
禁
止

対

選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動
車
を
連

溜

ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
ん
で
、
鉢
巻

き
や
旗
な
ど
を
立
て
て
往
来
す
る
こ

と
な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
ポ
ス
タ
ー
の
制
限

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
わ
ね
て
い

る
も
の
を
屋
内
に
掲
示
す
る
こ
と
は
、

い
っ
さ
い
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
屋
内
用
と
称
し
て
窓
の
内
側

に
貼
り
付
け
、
通
行
人
に
見
え
る
よ

う
な
こ
と
は
違
反
で
す
。

ま
た
、
連
筆
附
な
ど
の
ス
テ
ッ
カ
ー
、

ポ
ス
タ
ー
も
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

連
座
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と

一
定

の
関
係
に
あ
る
者
が
、
買
収
罪
等
の

罪
を
犯
し
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合

に
、
そ
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と
す

る
と
と
も
に
立
候
補
制
限
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。



玄蕃山からは、建設が進む上信越自動車道の工事の様子がよく分かる

上
信
越
自
動
車
道
の
建
設
で
長
島
は
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
規
模
な
工

事
現
場
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、
上
回
に
も
高
速

交
通
網
の
時
代
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
自
動
車
道
が
完
成
し
ま
す
と
長
島
地
.臥
は
、

日
今

想
像
を
こ
え
る
速
さ
で
変
貌
し
て
い
く
こ
と
で

げ

ん

は

し
よ
う
が
、
、
玄
蕃
山
は
そ
ん
な
地
域
の
移
り

変
わ
り
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

た
た
ず
ま
い
で
す
。

玄
蕃
山
は
荒
木
玄
蕃
夫
妻
の
墓
が
あ
る
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
小
高
い
丘
で
、
七
回
の
市

街
地
や
速
く
の
山
並
み
が

一
目
で
見
渡
せ
る
長

め
の
良
い
所
で
す
。

荒
木
玄
蕃
は
上
回
滞
主
仙
石
政
俊
の
重
臣
で
、

禄
高
は

1
5
0
0
石
で
し
た
。
仙
石
氏
に
初
年

間
仕
え
寛
文
4
年

(1
6
6
4
)、
幻
歳
で
没

し
ま
し
た
。
藩
士
は
、
城
下
町
の
寺
院
に
葬
ら

れ
る
の
が
普
通
で
す
か
ら
、
荒
木
氏
が
長
島
の

丘
の
上
に
埋
葬
さ
れ
た
の
は
大
変
珍
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
理
由
は
上
回
藩
か
‘
っ
俸
禄
と
し

ら

e
a
a
，
s

て
給
付
さ
れ
た
土
地

(知
行
地
)
が
、
長
島
村

に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
長
島
は
上
回
藩
の
重
臣
と
も
ゆ

か
り
の
ふ
か
い
土
地
で
す
が
、
上
回
か
ら
松
代

ゃ
、
真
田
を
経
て
上
州
(
群
馬
県
)
方
面
へ
向

か
う
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

長
島
自
治
会
駐
車
場
の
隅
に

「
右
ハ
上
州
道

左
ハ
松
代
道
」
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
石
の
道
し

る
べ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
立
ち
ま
す
と
、

上

回
か
ら
来
た
道
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

左
の
松
代
道
は
金
剛
寺
峠
を
越
え
て
松
代
へ
、

右
の
上
州
道
は
上
野
坂
を
登
り
伊
勢
山
で
神
川

を
渡
り
真
田
か
ら
上
州
へ
と
続
く
道
で
す
。

道
し
る
べ
か
ら
上
州
道
を
少
し
行
き
ま
す
と
、

矢
出
沢
川
に
か
か
る

「
六
つ
橋
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
も
上
信
越
自
動
車
道
の
工
事
現
場
で

「
六

つ
橋
」
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
り
っ
ぱ
な
橋
に
架

け
か
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
首
は
こ
こ
に
六
本
の

道
が
集
ま
り
、
矢
出
沢
川
を
渡
る
橋
も
大
小
あ

わ
せ
て
六
つ
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
は
こ
の
「
六
つ
橋
」
か
ら
上
野
坂
へ
出

る
こ
と
が
工
事
の
関
係
で
出
来
ま
せ
ん
が
、
古

い
歴
史
の
道
と
現
代
の
高
速
道
が
交
差
す
る
興

味
深
い
場
所
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(平
野
勝
重
)

(一部)

7 7. 

図
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W
Nい「
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ぺ

J
P
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g
a
g
a要』

リ

7
lド

首
都
聞
と
上
信
越
地
方
を
結
ぶ
上
信

l
h
A
d
越
自
動
車
道
は
、
群
馬
県
藤
岡
市
で
関

y
ん

γ
越
自
動
車
道
よ
り
分
岐
し
、
新
潟
県
上
w

J
/
γ
越
市
ま
で
の
総
延
長
約
2
0
5
M
の
高
・
ご

γF

内
速
自
動
車
国
道
で
す
。
こ
の
う
ち
、
藤
、

温

¥、

d

/
f
J

岡

i
佐
久
間
及
び
更
埴

1
須
坂
長
野
東
一

〆

f
i
ま
で
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

-
f、

日
本
道
路
公
団
上
回
工
事
事
務
所
は
、

，

J

、力
d

小
諸
市
か
ら
更
埴
市
ま
で
の
お
・

2
伽

，

「、
-

-
J
を
担
当
し
、
束
部
町
、
上
田
市
、
坂
城

h

べ

一‘
町
で
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
け
る
ほ

円、、

t
か
、
休
息
雌
設
と
し
て
東
部
町
で
サ
|
『

I
1
1
1

ピ
ス
エ
リ
ア
、
厳
城
町
で
パ
ー
キ
ン
グ

予

‘

エ
リ
ア
を
設
置
し
、
平
成
8
年
度
開
通
‘

イ
Y
を
目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。一

/
/
ペ
川
小
川
J
/

ルツ

へ
い
門
町

山
附
同
い
リ

A
 

t

l

t

、J
F

h与

JtHra-
-
¥
ι
区司

〆
昨

ぐ

い

』

F
NJf

・山、v-丸一ベ
U

』
司
J

御
下
¥

J

〈

L
E糸
川
諸
説
露
骨
仏

国
「
ア
ー
チ
橿
工
事
』

6
月
刊
日
に
開
催
し
た
ア

i
チ
ラ
ン

/

T

ド
フ
ェ
ス
テ
パ
ル
羽
に
は
、

4
0
0
o
hu

同
人
を
超
え
る
か
た
が
た
の
参
加
を
い
た

/

押
だ
き
、
命
名
式
及
び
ア
l
チ
連
結
式
を

円
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
4

円

『上
田
ロ

l
マ
ン
橋
』
と
名
付
け
ら
れ
」

『
た
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
は
、
日
本

一
を
誇

ド

回
る
橋
長
7
1
4
・
5
m
の
橋
で
、
い
よ

副
い
よ
本
年
完
成
に
向
け
て
、
側
壁
な
ど
、

r

L
事
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り

ン
グ
ま
す
。

A
 

h
れ

ま
た
、

3
種
類
の
大
き
さ
の
追
う
仰

い

ト
川
個
の
ア
1
チ
が
述
続
し
、
ロ
然
と
調
和

，

ね
叫
し
た
優
し
い
姿
は
、
上
回
に
ロ
マ
ン
を
ハ

国
ぷ
迎
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

M

上
/

J

A
殿
域
支
所
西
側
の
神
川
橋
イ
ン

州

一y
フ
ォ
メ
l
シ
ョ
ン
ル

l
ム
で
は
、
ビ
デ
A

1
オ
に
よ
る
工
事
説
明
と
、
実
物
の

3
0
ル

及

。
分
の

l
の
模
型
と
パ
ネ
ル
を
展
示
し
一

ー
て
お
り
、
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。戸
V

-
1
-
4
q
e
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.エプロン百科

行
列
を
分
断
し
侵
入
防
御

殺

虫

剤

粘

着
剤
で
退
治

• 

ぐち

ア
リ
が
行
列
を
組
め
る
の
は
、
道
し

る
べ
と
し
て
分
泌
物
を
出
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
の
行
列
を
分
断
す
れ

ば
、
家
へ
の
侵
入
を
防
げ
ま
す
。

家
の
中
へ
の
行
列
を
見
つ
け
た
ら
、

ま
ず
侵
入
口
に
市
販
の
有
機
リ
ン
酸

系
の
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
ま
す
。
ま
た
、

侵
入
口
に

2
m幅
で
市
販
の
粘
着
剤

を
強
っ
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ア
リ

の
道
を
ふ
き
取
っ
た
り
す
る
と
、
分

泌
物
が
消
え
て
、

一
時
的
で
す
が
撃

甘いものや動物性食品が好物のアリ

「
困
り
者
」
の
一

面
も
持
つ

の
口
元
に
つ
い
た
お
乳
に
群
が
っ
て

は
た
い
へ
ん
で
す
。

カウンセリングを考える 上・下……河合隼縫

ロのきき方私の人間・H ・H ・-・……………斎.茂太

とりたい気象予報士…....・H ・....大栄出版編集毒事

算数はアタマのよくなるパズルだ

ピーター ・フランクル

小林カツ代のキャベツ大好き…'"・H ・..小林カツ

代数理統計学…....・H ・-…………-……吉野崇

コードが変える出版流通-ISBNのすべて
・・・絵平直海

恋人たちのアバルトマン

…アレクサンドル ・ジャルダン
量豊富i..........................・・・・・・..........・・・高橋昌男

レトロ館の殺意….....・H ・-…H ・H ・....・H ・多岐川恭

言葉を玩んで包を袈う…………………弁尻千男

B本は降伏していないーブラジル日系入社会を

揺るがせた十年抗争・・・・・..........・・・・・・・・・太田恒夫

瑠瑠の方船…....・H ・-…....・H ・.....・H ・-…夢枕獲

骨は滑瑚、眼lま真珠...・H ・.....・H ・..……池滞夏樹

同僚の悪口・・・・・・・・…・...........…・・・・・・・・・村松友視

昨日の恋ー爽太矯物帖・・・・・・・・……・・・・北原亙以子

仮面舞踏会一伊集院大介の帰還・……・・栗本 薫

百面相……...・H ・-…・………...・H ・...内海隆一郎

アガスティアの葉の秘密 一精神世界とインド

の旅・・・・・……..........・・・…・・・・・・・・・・・…-パンタ笛吹

大蔵白銀と間将........................・・・・板垣笑官僚

メディア髭の繕力者たち..，・H ・H ・H ・..…灘 信彦

確立2/2の死・H ・H ・....………...・H ・....図荘司

薄荷草の恋・・・・・・・・・…・..........・・・….......ID辺聖子

ほか多数

どうぞお出かけください!

図書館8⑫o8 8 0 

「
侵
入
口
」
を
薬
品
で
分
断

ア
リ
は
、
童
話
で
は
働
き
者
の
代

表
と
し
て

「尊
敬
」
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
、
家

の
中
に
入
っ
て
食
品
に
た
か
っ
た
り
、

植
木
鉢
に
巣
く
っ
て
植
木
を
枯
ら
し

た
り
す
る

「困
り
者
」
の
一
面
を
持
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
部
屋
に

上
が
り
込
ん
で
、
寝
て
い
る
乳
幼
児

ア
リ
は
砂
糖
や
菓
子
類
、
ハ
ム
な

ど
の
動
物
性
食
品
が
好
物
で
す
。
家

の
中
に
え
さ
と
な
る
食
品
を
見
つ
け

る
と
、
あ
っ
と
い
う
問
に
侵
入
し
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
え
さ
場
と
巣
穴

を
行
列
し
な
が
ら
往
復
し
始
め
ま
す
。
-------E
・E・-

--E，
 
..........•. 

退
で
き
ま
す
。

[10] 

植
木
の
ア
リ
は
注
意
し
て

7 

こ
の
間
に
巣
穴
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

巣
穴
を
小
心
に
半
径
5
仰
の
範
囲
に
、

市
販
の
四
題
化
炭
素
液

(撚
の
汚
れ

落
と
し
に
使
う
透
明
な
液
)
を
、
巣

穴
に

m
i初
M
流
し
込
め
ば
、
四
塩

化
炭
素
液
が
気
化
し
て
巣
穴
の
ア
リ

は
全
滅
し
、
退
治
で
き
ま
す
。

巣

穴
に
熱
湯
を
流
し
込
む
の
は
、
簡
単

な
ア
リ
の
退
治
刀
法
で
す
が
、
そ
ば

に
植
木
な
ど
が
あ
る
と
根
を
傷
め
る

原
因
に
も
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
植
木
鉢
に
巣
く
っ
た
と
き
は
、

深
い
バ
ケ
ツ
な
ど
の
容
器
に
水
を
入

れ
、
柏
木
鉢
を
泣
し
ま
す
。
加
分
ぐ

ら
い
し
て
ア
リ
が
浮
い
で
き
た
ら
、

水
と
と
も
に
流
し
ま
す
。

7. 広報うえだ'7.

図固固
園図圏
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不
用
ロ
聞
の
登
録
は
、
無
料
の
も
の
の
み

で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

す
で
に
笠
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
地
抵
抗
眼
目
よ
り
6
か
月
間
は
そ
の
ま
ま

登
録
し
ま
す
。
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議
やき

協の

-
虫
歯
を
減
ら
す
に
は

掴
盟

最
近

『
み
そ
っ
歯
』
の
子
を
見

，
‘
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
の
虫
歯
は
減

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

-E
上
田
市
は
、
昭
和
臼
年
ご
ろ
、

'
臨

3
歳
児
で
虫
歯
の
あ
る
子
が
η
%

だ
っ
た
の
が
、
昨
年
は
幻
%
に
減
っ
て
い

ま
す
。
県
内
で
も
、
上
田
市
は
最
も
虫
歯

の
少
な
い
地
域
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
上
田
市
の
お
母
さ
ん
が
た
が
、
子
ど
も

の
歯
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
ま
た
子
ど

•••••••••••• 

力
ま
ず
に
長
い
活
動
を

山
辺
恭
子
さ
ん
(
材
木
町
)

虫歯のない健康な歯に

も
を
取
り
巻
く
周
り
の
人
た
ち
が
協
力
的

で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ジ
ュ

ー
ス
や
乳
酸
飲
料
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
晴
乳
び
ん
の
中
に
入

れ
て
飲
ま
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
前
歯
の

虫
歯
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
奥
歯
の
虫
歯

は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

3
歳
を

過
ぎ
る
と
甘
い
菓
子
や
ジ
ュ

ー
ス
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
な
ど
、
比
較
的
長
時
間
口
の
中
に

食
べ
物
が
残
る
も
の
が
増
え
て
き
ま
す
。

••••••••••••••• 

わ
た
し
が
手
話
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

高
校
生
の
と
き
に
、
ユ
ネ
ス
コ
班
と
い
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
ど
こ

か
で
手
話
を
教
え
て
も
ら
え
な
い
か
と
市

役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
上
小
手

話
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

軽
い
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
が
、
手
話

は
難
し
く
、
ま
た
、
入
っ
て
か
ら
手
話
の

こ
と
や
ろ
う
あ
者
の
問
題
な
ど
を
聞
き
、

重
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
小
手
話
サ
ー
ク
ル
の
会
員
は
約
印
名
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
ろ
う
あ
者
や
サ
ー
ク
ル
内
の
指

こ
の
時
期
は
丹
念
な
歯
磨
き
と
食
生
活
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。
一
度
慣
れ
た
甘
い

味
を
薄
味
に
転
換
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
の
努
力
と
家

族
、
周
囲
の
人
た
ち
の
協
力
で
、
根
気
よ

く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ず

つ
砂
糖
の
量
を
減
ら
し
、
遊
び
に
熱
中
さ

せ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
食
べ
る

こ
と
か
ら
そ
ら
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

子
ど
も
を
甘
い
物
好
き
に
し
な
い
で
、

好
き
嫌
い
な
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
育
て

る
に
は
、
か
な
り
の
努
力
が
い
り
ま
す
。

子
ど
も
が
泣
く
か
ら
、
せ
が
む
か
ら
、
つ

い
子
ど
も
の
欲
し
が
る
も
の
を
与
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
虫
歯
の
な
い
元
気
な

子
を
育
て
る
た
め
に
、
お
母
さ
ん
だ
け
で

な
く
家
族
を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

導
員
が
レ
ベ
ル
ご
と
に
手
話
の
指
導
を
し

て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
は
学
習
部
長
と
し

て
、
楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う
な
指
導
の

方
法
や
内
容
を
部
員
と
話
し
合
っ
た
り
、

指
導
も
し
て
い
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル
は
雰
囲
気
が
と
て
も
良

く
、
わ
た
し
に
合
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
が
助
け
と
な
っ
て
長
く
続
け
て
い
ら

れ
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

手
話
は
、
わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
言
葉
よ
り
単
語
が
少
な
い
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
専
門
的
な
話
し
に
な

る
と
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
の
が
と
て

も
難
し
い
の
で
す
。
何
年
や
っ
て
い
て
も
、

マ
ふ
ろ
一
式
(
都
市
ガ
ス
用
)
マ
ソ

フ
ァ
ー
マ
座
い
す
マ
パ
イ
プ
ハ
ン
ガ
ー

マ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
(
ボ

1
ト
漕
ぎ

式

)

マ

タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー

(和
文
)

マ
犬
小
屋
(
中
型
犬
用
)

マ
鳥
か
ご

マ

水

槽

マ

漬

物
用
か
め

マ

産

着

マ

歩

行
器

マ
ベ
ビ

l
・
パ

ス
チ
ェ
ア

マ
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ア

マ
マ
マ
・
コ

l
ト

マ
ベ
ビ
1
・
ヵ
l
シ
ー

ト

マ
ベ

ビ
1
・
ハ
イ
チ
ェ
ア

マ
扇
風

機

マ

エ
ア
コ
ン

マ
ミ
シ
ン

マ
自
転

車

(nimイ
ン
チ
)
マ
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー

ド

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

マ
ベ
ッ
ド

(シ

ン
グ
ル
・
セ
ミ
ダ
ブ
ル
)
マ
卓
球
台

マ
机

・
い
す
(
パ
ソ
コ
ン
周
)
マ
ひ
ょ

う
た
ん
池

こ
こ
ま
で
で
よ
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

わ
た
し
自
身
、
長
く
こ
の
活
動
を
し
て

い
て
、
障
害
者
に
対
す
る
気
持
ち
が
か
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
た
の
な

い
こ
と
で
す
が
、
探
く
理
解
し
て
い
な
い

と
同
情
的
に
見
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
で

も
そ
う
で
な
く
て
、
障
害
者
の
か
た
は
た

だ
不
便
な
だ
け
で
、
お
互
い
に
補
え
ば
、

わ
た
し
た
ち
と
変
わ
り
が
な
い
ん
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

力
ま
ず
に
、
長
く
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

7 7. 広報うえ芝7.-Ans
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骨の健康クリニックを開催

A
A
 
コい伴ザ周

nHU
 
館開
国
ク
和
ツ

枯
同
並
ハ
-
フ

ム
冨
コ
ド

ル
ル
エ
閉
凶

文
チ
劇

•••••••• 
日本公演

ひ・とき 9月13日体)
レ午後6跨開場

司-午後6時30分間演

レ〆 ・.ところ
空安.fZ3館(材木町1)
ソ νJ 子ども (15歳未満)
ニ← ・."1，000円
力者3一 般 (16宇部門
、ι岡 田チケット取り鍛い7月中旬より}
~11、 ・文化会館(中央公民鎗)

百九 ・各公開・市民会館

のプ ・市内プレイガイド
圃耐 、.問い合わせ
zrる 文化会館(n⑫o7 6 0) 
Z墾γ以こ伊ちそう
う'CI，
I!:= 

マとき 8月17日嗣・21日間・238側 ・24日附(午前9時~
午後4時〉、結果発表は9月198ω マところ 上回保健所
マ対象 いままで骨密度測定を行ったことのない20歳-59歳ま
での人 マ募集人員 90人 (応募多数の場合は抽選) マ募集
期間 7月178伺)-218働て7応募方法往復はがきでご応募
ください。 マ問い合わせ よ田保健所予防諜 〈材木町1-2-6
t!@7148) 

部
落
差
別
を
な
く
す

大
行
動
ア
月
白
日
に

••• 
昭
和
日
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

「部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」

が
今
年
で
第
初
回
目
を
迎
え
ま
す
。

一
日
も
早
く
部
落
差
別
を
な
く
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
上
田
市
を
作
る
た

め
、
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
初
日
附
午
後
1
時

加
分
マ
と
こ
ろ
市
民
会
館
マ
記

念

講

演

ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

協
会
専
務
理
事

・
山
中
多
美
男
さ
ん

に
よ
る

「
こ
こ
が
大
切
i
人
権
啓
発
」

マ
そ
の
他
市
内
大
行
進
は
午
後

3
時
別
分
か
ら

マ
問
い
合
わ
せ

人
権
同
和
対
策
課

(内
線
1
3
7
1
)

女
性
ワ
ー
プ
ロ
技
術

講
習
会
へ
ど
う
ぞ
/

••• 
長
野
県
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
の
技
術
を
取

得
し
て
就
業
し
た
い
と
い
う
女
性
を

対
象
に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月

m日
ωか
ら

9
月
比

日
附
の
う
ち
日
日
間

マ
と
こ
ろ

働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町
1
丁
目
)

マ
応
募
資
格
ワ
ー
プ
ロ
の
技
術

を
取
得
し
、
就
業
し
た
い
と
い
う
女

性
で
、
全
講
習
日
程
を
受
講
で
き
る

人

マ

募

集

人

員

別

人

マ

受

講

料
無
料
(
た
だ
し
教
材
費
は
自
己

負
担
)

マ

申
し
込
み

上
小
地
方

事
務
所
厚
生
課

(岱
⑧
7
1
2
2
)

て
ー

νざめをち
本
4m

ト
A
mみ住

く
---

腕

県

で

は

、

7
月
の
部
落
差
別
を
な

く
す
啓
発
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
、
同

和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
和

問
題
啓
発
展

『
ふ
れ
あ
い
啓
発
展
』

を
開
催
し
ま
す
。
お
買
い
物
な
ど
の

つ
い
で
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

7
月
比
日
樹

i
M
日
間

マ
と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
上
回
底

マ
内
容

啓
発
資
料
の
展
示
、
ビ
デ

オ
放
映
、

Q
&
A
コ
ー
ナ
ー
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

上
小
地
方
事
務
所

厚
生
課

(岱
@
7
1
2
2
)

同
和
問
題
を
啓
発
/

「
ふ
れ
あ
い
啓
発
展
」

(12) 7 7. 丘三報う主主'7.

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

••• 
市
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ

1
リ

州

(長
野
県
の
姉
妹
県
)
か
ら
訪
問

す
る
へ
レ
ン
さ
ん

一
行

(5
人
、
う

ち
男
性
2
人
女
性
3
人

・
年
齢
臼
歳

i
川
内

8
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
外
国
の
風
俗
習
慣
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

よ
い
機
会
で
す
。
家
庭
レ
ベ
ル
で
の

国
際
交
流
に
ぜ
ひ
ご
容
加
く
だ
さ
い
。

マ
期
間

8
月
M
日
附
午
後
か
ら

同
初
日
開
午
前
ま
で
マ
募
集
家
庭

数

4
家
庭
(
う
ち
1
人
受
け
入
れ

が
3
家
庭
、

2
人
受
け
入
れ
が
l
家

庭
)
で
喫
煙
し
な
い
家
庭
マ
そ
の

他

8
月
お
日
働
は
、
共
通
日
程
と

し
、
市
で
市
内
見
学
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

マ
申
し
込
み

7
月
幻
自

幽
ま
で
に
秘
書
課
へ
(
内
線
1
1
1

5
)
 



a-‘・F
チャリテ 4ーバザー

古着・吉本・不用品を募集
チャリティーバザーが開催されます。収益金は市で緑化推進のた

めに役立たせていただきます。

マ募集期間 7月4日ωまで マ募集場所 :;ャスコ上回庖 1階
サービスカウンター マ募集品目 古着(名前の記入品、下着、汚

れ物は除く〉 ・不用品〈食料品、家電品は除く)・古本(雑誌は除

く) マチャリティーバザー 7月6日附午前10時からジャスコ上
回庖 (m@8181)ふれあい広場で開催します。

(主催者の都合により変更する場合があります)

中
国
「
寧
波
市
」
ヘ

訪
問
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
今
年
2
月
に
上
田
市
と
友
好
交
流

都
市
の
提
携
を
し
た
、
中
華
人
民
共

和
国

・
寧
波
市
の
招
き
に
よ
り
「
寧

波
市
市
民
訪
中
団
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
お
お
ぜ
い
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と

き

叩

月
3
日

ωか
ら
9
日

開
ま
で
マ
費
用
口
万
円
か
ら
お

万
円
(
コ

l
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

マ
説
明
会

7
月
幻
自
制
午
後
l

時
か
ら
市
民
会
館
小
ホ
l
ル
で
開
催

し
ま
す
マ
主
催
上
回
日
中
友
好

協

会

マ

後

援

上

田

市

ほ

か

マ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
池
上

(
包
⑧

3
3
6
0
)

-二の丸1-2・ft@0762

月日 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

7/7 
社会保険事務説明会

小言者社会保
巨魁

9:00 無料
険事務所

8 平成7年度
上国市防衛

出 「ふれあいコンサート
13:30 無料 協 .o. 

:z:;: 

@4500 
12 
老人大学公開特別講座

長寿社会関
(Il<J 

13:00 無料
発センター

20 部落差別をなくす
人権問和

むね 市民大行動
13:30 無料 対策課

29 長野県合唱大会東信
@4100 

出 ブロック大会
12:30 無料 @5302 

市民会館

母
・
父
と
子
の
集
い

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
ヘ

••• 
市
と
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
母

子
・
父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
「
母

・
父
と
子
の
集
い

i
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
旅
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月
6
日
間
午
前
6
時

加
分
出
発
マ
行
き
先

富
士
急
ハ

イ
ラ
ン
ド
(
山
梨
県
)
マ
費
用

小
学
生
以
下

1
0
0
0
円
、
大
人

(
中
学
生
以
上
)
1
3
0
0
円

マ

申
し
込
み

福
祉
課
ま
た
は
母
子
寡

婦
福
祉
会
へ
現
金
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
マ
定
員

1
6
0人

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

マ
連
絡
先

福
祉
課
(
内
線
1
6

0
8
)
 

-材木町トト3・世@0760

7/9 第21回聖底流
霊風流

(日) 上回吟送会温習大会
9:00 無料 上回吟道会

@3335 

16 コロンピア吟詠 上回岳心会
{日1 コンクール 12:00 無料

@5326 
上田地区大会

22 第4回
13:00 無料

信i農毎日
出 {言毎健康フォーラム 新関全土

30 チャリティー講演一趨会哲ト
国際ソロプチ

(日l
(前出雲市長・岩 14:00 1000門 ミスト上田
人さん)&コンサ @1687 

文化会館

7 7. 広報うえ定7.[13] 



いっしょに考えてみませんか
戦後50年講座「戦争とうえだJ

戦後50年という節目の年に、わたしたちそ

れぞれが、「戦争とはJi平和とはJr上回と
は」を改めて考えてみたいと思います。 上

回にも戦争はあったのです…。

マ会場 中失公民館大会議室

(ただし、 7月29日出は、図書館大会議室)

マ受講料無料 (ただし、資料代が必要とな

る場合もあります)

マその他 すべて公開講座ですので、受け付

けは会場で行います。

東信病院ボ安庭人護教宏防」本!延71
寝たき りの人や体の不自由な人を、家庭で誰でも介護できるよ う、
やさしい介護教室を聞きます。

とき 7月218樹午後2時-3時30分マ内容体のふきかたと着
替えかた〈熱布浴とマッサージ・床ずれの予防〉 マ参加費 無料
マ持ち物 筆記用具 マその他 スカートを避け、身軽な服装でどう
ぞマ問い合わせ 国立東信病院(~1 890内線20 3) 

回 日時 内 骨目角町 ，. 飾 |
1 I 7月15日位j 当時のよ図の織子は
午後2:00 満.開拓への道〈体験絞〉 Iヨ;力、

2 7.午月後292日:00ω 上回の空..，苦 新津新生さん
よ図に飛行績があった 生島堅さん

3 1 ~午月後52日:00吐j
上回に地下軍司Eエ舗があった 村上遺子さん
上回での学賞疎開・勤労動員 上原良恵さん
<111.と体験談〉 1まか

8午月後192白出
終戦直後の上回は、市民は

新津新生さん<111.と体験談)4 I vif:~2:OÒ 
戦争体験者として(体験絞〉

lまか

5 1 ~午月後162日00比j 平和への想い 半田孝2事さん

「
農
振
除
外
」
希
望

調
査
を
実
施
し
ま
す

••• 
市
で
は
平
成
7
年
度
末
を
目
標
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
円
以
業
振
興
地
域
整
備
計
画

を
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
適

正
な
計
画
と
し
て
確
保
す
る
た
め
、

f戦争とうえだ』資料展

マとき 7月29日出から 8月6日{日)

午前9:00-午後5: 0 0 

マところ 中央公民館1階展示室

マ入場料無料

お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
定
期
的
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

見
直
し
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
具

体
的
開
発
計
画
を
考
慮
し
つ
つ
、
虫

く
い
的
な
農
地
の
転
用
を
防
止
し
、

農
業
生
産
基
盤
の
確
保
を
図
る
た
め

の
総
合
的
な
検
討
を
行
い
、
最
終
的

に
は
県
の
認
可
を
経
て
新
し
い
計
画

を
策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
今
後
の
見
誼
し
の
資

料
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

股
振
除
外
希
望
を
次
の
と
お
り
お
聞

き
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
は
見

直
し
の
検
討
資
料
と
い
た
し
ま
す
が
、

希
望
さ
れ
る
農
地
が
す
べ
て
「
農
振

除
外
」
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
機
式

通
常
の

一
般
除
外

の
山
口
類

(
A
4
判
)
に
準
じ
る
。
た

戦後 50年
あな7この手記を募集します
「戦中、戦後わたしはこんな体験をした」

「このことだけは次の世代に伝えたL、Ji平
和について思うことJr戦争体験がない者と
して…」など、戦争や平和に関するものであ

れば、テーマは自由です。お年寄りから子ど

もまで、多くのかたのご応募をお待ちしてい

ます。

なお、お寄せいただいた手記は、冊子にま

とめる予定です(掲級者には、冊子をお送り

します)。

マ募集内容手配は1000字以内にまとめてく
ださL、。1人1点とします。

マ締め切り 8月31日同(当日消印有効)

マその他 冊子への掲載は匿名も可能ですが、

原稿には住所・氏名・電話番号を、必ず記入

してください。

だ
し
、
自
治
会
長
、
水
利
組
合
長
、

隣
接
の
同
意
は
不
要
。
な
お
、
転
用

時
期
を
明
記
す
る
こ
と
。
マ
添
付
書

類

公

図

の
写
し
(
隣
接
の
地
目
・

所
有
者
氏
名
を
入
れ
、
申
請
地
を
赤

で
囲
む
〉
、
計
画
平
面
図
、
案
内
図

(
住
宅
地
図
を
使
用
し
、
申
請
地
が

図
面
の
中
心
に
く
る
よ
う
に
調
整
)

マ
提
出
部
数

1
部

マ
締
め
切
り

8
月

日

目

幽

マ
提
出
先
・
問
い

合
わ
せ
段
林
課

(内
線
1
4
5
4)

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

技
術
指
導
を
ど
う
ぞ

••• 
県
で
は
、
中
小
企
業
を
対
象
と
し

た
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
技
術

指
導
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

[ 間民館 『戦争とうえ山 I 
材木町iI!tICW.'ttil氾W:IIl I 
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用
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
上
小
地
方
事
務
所
商

工
課
(
宮
@
7
1
4
1
)
で
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

簡
易
浄
化
槽
の
汚
泥

定
期
的
な
清
掃
を
/

••• 
川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
、

生
活
排
水
を
浄
化
す
る
簡
易
浄
化
槽

は
、
定
期
的
に
汚
泥
の
清
掃
を
し
な

け
れ
ば
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
機
能
が
発

揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
3
か

月
に
1
回
(
年
4
回
)
は
汚
泥
収
集

を
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
泥
収
集
の
申

し
込
み
は
電
話
で
も
結
構
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(内

線
1
3
8
7
)



a‘ 
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@国勢調
| 平成7年10月1日 | 

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回

無
料
送
迎
パ
ス
運
行

••• 
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
ご
利
用
の
皆
さ
ん

の
使
宜
を
図
る
た
め
、

7
月
か
ら
上

田
駅
南
口

i
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
ま
で
送

迎
パ
ス
を
試
行
と
し
て
運
行
し
ま
す
。

運
行
日
は
第
2
・
第
4
土
曜
日
の
み

で
、
料
金
は
無
料
で
す
。
な
お
、
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
さ
ん
は
、
保
護

者
と
い
っ
し
ょ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
0

・
上
田
駅
南
口
発

(ア
ク
ア
プ
ラ
ザ

上
田
行
き
)
午
前
回
時
、
午
後
1
時

-
小
林
総
太
郎

・
中
滞
と
み
下

一
岸
田
と
み
し

い
山
口
容
義

-
矢
野
憲
和

日
上
平
と
く
よ

的

い
金
井
亀
十

乃

・
江
尻
美
枝

朗
日
高
橋
九
郎

白

川
北
深
喜
美
子

山山口

石
毛

質

出

・
前
島
た
か
下

前

日
中陶
湾
幸
下

的

一
大

U
良
下

n
・
宮
下
善
造

随

一
-uu
湾
要
三

何
日

一体

永

議

出
・
小
坂
井
ス
エ

お
・
前
島
徳
治
郎

関
川
竹
内

一
副刀

河

口
松
葉
と
も

白
・
春
原
け
さ
江

(
5
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

堀
内
ひ
さ

小
林
春
次

半
田
義
雌

亦
沼
儀
蔵

竹
重
良
信

高
橋
む
る

竹
内
文
利

回
中
成
敏

細
川
保
下

寺
島
醤
古

山
溢
美
忠

富
島
英
子

工
綴
き
の
い

宮
島
静
江

早
川
正
喜

松
井
順
三
郎

長上 告 巾 米 ド上~ tjl山小山大鷹漆上
境 広田訪之 匠田
島尻門野町繍原形条印牧 υ屋倒I戸原

中
之
条

原

町

下
之
条

千
曲
町

伊
勢
山

長

島
金
剛
寺

院

内
御

所

中
之
条

丸
郷
町

目
前
山
問
手

嫁

北
大
手

上
鍛
冶
町

k
滋
尻

川
辺
町

丸
田
槻
町

伊
勢
山

倉

升

木

町

川
出
・
小
笠
原
唯
雄

η
・
平
山
ひ
さ
の

部
一
花
岡
貞
枝

河

口
室
賀
た
け
下

品

・
竹
内
勝
己

η
い
{
呂
川
波
子

仰
い
成
、
謀
術

一

河
口
木
鵡
概
要

筋

一
六
川
忠

一
郎

白

一
一滝
沢
政
義

的叫

日
手
塚
市
下

旬

・
働

川

繁

郎

一
一波
溢
悦
夫

刊

一
竹
内
道
子

印

・
安
藤
一-
一男

叩
二
縞
木
袈
裟
芳

ω
一
円前
回
由
次
郎

出

口
小

林

啓

川出

・
関

リ

ン

削
間
二
他
氷
邦
忠

白

川
井
様
満
代
乃

ね

・
小
宮
山
愛
下

新

田
野

倉

下
本
郷

下

級
巾

野問
中

組

浦

野

新

田
上

手

越

一戸

北
常
凹

岩
清
水

東
前
山

東
前
山

大
H
木

五

加
神

畑

古来
築
地

鎌

原

越

一戸

諏
訪
部 -

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
発

(上
田
駅

南
口
行
き
)
午
後
ロ
時
叩
分
、
午
後

4
時
加
分

マ
問
い
合
わ
せ
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上

回

(

岱

@
2
6
2
6
)
一
・均

問

宮

下

芳

勝

越

.

戸

槌

州引

い
西

潔

文

雄

上

室

賀

邸

前
・
由
時
川

功

川

辺

町

印

回

一
安

迷

十

七

子

桜

台

市

河

口
宮

永

長

七

新

町

回

目

い
参
照
ふ
ぢ
下
北
天
神
町
部

引

い

線

障

泰

藤

之

木

位

的
い
一
演
村
敬
三

城

北

印

邸
υ

川
上

貞

雄

染

屋

市

首
・
西
沢
は
く
じ

長

島

卯

曲

一
小

林

幼

大

湯

河

田

口
熊

坂

き

み

凶

前

山

ω

臼

・

沌

湾

甲

子

怠

升

ω

口

一一林
芙

よ

し

諏

訪

形

槌

河

口
岡
島
な
み

f
八
ト
小
沢
刊
H

m
・
須
津
久
子

伊

勢

山

町

即
日
金
井
古

エ

ト

ぃ

一閉

山

槌

引
い
胤
内
範
雄

L
L
m
隊

創

部

一
坂

口

美

津

下

之

郷

邸

印

・

大

津

や

す

い

平
井
寺

的

ハU

・

ハヨ

・

咽
E
A

-

h
w
u

・

γ如実!?;!事
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おおぜいのご利用を/

ー
/

・
突
然
で
す
が
、

『ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
』

集
記
J

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

副

後

」

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
今
か
ら
M
W

〆l
¥

年
ほ
ど
前
に
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
え
さ

と
し
て
初
匹
輸
入
さ
れ
た
の
が
最
初
と
か
。
そ

れ
が
遂
げ
出
し
た
り
、
人
の
手
に
よ
っ
て
ま
た

た
く
ま
に
広
が
っ
た
そ
う
だ
。

先
日
、
子
ど

も
を
連
れ
て
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に
行
っ
た
。
童
心

に
帰
っ
て
親
子
で
大
捕
獲
作
戦
。
竹
ざ
お
に
タ

コ
糸
と
石
の
重
り
と
い
う
簡
単
な
仕
組
問
け
だ
が
、

ほ
ん
の

m
l羽
分
の
間
に
初
匹
以
上
も
釣
れ
る

大
漁
だ
っ
た
。
コ
ツ
と
い
っ
て
も
す
ば
や
く
釣

り
上
げ
る
く
ら
い
だ
が
、
神
慨
を
あ
げ
た
い
お
父

さ
ん
、
今
度
の
週
末
は
親
子
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

が
い
い
で
す
よ
。

(た
な
か
)

-
こ
の
間
、
広
報
紙
を
送
っ
た
り
、
送
っ
て
も

ら
っ
た
り
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
遠
く
の
県

の
、
あ
る
町
の
狙
当
者
A
さ
ん
か
ら
、
広
報
紙

と
い
っ
し
ょ
に
手
紙
が
届
い
た
。
気
が
向
い
た

か
ら
書
い
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
広
報
担
当
5
年

自
の
A
さ
ん
の
心
情
い
わ
く
、
-
年
目

『が
む

し
ゃ
ら
」
2
年
目

『ひ
た
む
き
』
3
年
目

『転

機』

4
年
目

司情
性
』
5
年
目

『緩
慢
」
:
・だ

そ
う
だ
。
対
し
て
、
自
分
は
6
年
目
。
心
情
は

ど
う
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
情
性
や
緩

慢
と
は
決
し
て
総
め
た
く
は
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
・
:
。
ロ
ダ
ン
の

「考
え
る
人
』
の
よ
う
に
、

身
も
心
も
硬
直
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
柔

軟
な
発
想
と
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
は
失

わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

(に
し
ざ
わ
)

7 7. 広報うえだ7.(15] 



柳原優也くん
(11か月・川辺町〉
「好きなテレビが
始まると、テレビの
前でお尻を振って鏑っ
ている元気な優ちゃ

んですJと母の恵美
さん。

保健診tt
健康推進課(内線1626)

Eツハ匂レクリン反応検査・BCG接種
c>対象者 ①平成6年4月 1日から平成7年3月31

日までに生れたお子さん。 4歳未満でツベルクリン反

応検査を l回も受けていないお子さん。②4歳未満で

ツベルクリン反応検査で陰性と判定されたが、 BCG

接種をしていないお子さん。c>接種方法 ツベルク

リン反応検査は48時間後に判定し、結果が陰性と判定

されたお子さんにBCG接種します。c>受付時間

午後l時30分から 2時20分まで b持ち物 母子健康
手帳 b注意事項 ①予診票が変わりましたので、当
日会場で記入していただきます。②体温も会場で測定

してくださL、。③治療中の病気や経過をみていること

がある場合には、主治医に前もって相談し、診断書ま

たは意見書をもらってくださL、。(当日の担当医が参

考にして決めるので、接種できない場合もあります)

③ポ リオ・麻しん・風しんの予防接種を受けた場合は

1か月間、日本脳炎予防接種を受けた場合は1週間経

過してから受けてくださし、。

予防接種Q&A

Q:BCGで予防できる病気はなんですか?

A:結核。結核は年々減ってきていますが、いまだに

年間3，000人以上が結核で死亡し、新たに結核として

登録される人は毎年50，000人を越えています。結核の

免疫はお母さんからもらってこないので、乳幼児もか

かりやすく、結核性髄膜炎などの重い結核にかかると

予後は一般的に良くありません。予防接種を受け予防

することをお勧めします。

Q:BCGで副反応は出ますか?

A: 接種の後、 2~3 遇聞はポツボツができたり、

ジクジクしたりしますが、 4週間たてば、かさぶたに

なり、それが取れれば目立たなくなるはずでLす。その

聞は清潔に気をつけてくださL、。まれにジクジクと化

膿して痛むこともあります。その場合は主治医にご相

談くださL、。

ツベルタリン反応検査・判定・BCG接種目程表

会場名
災嶋田

対象地区
(ツIi.>(BCG) 

川商社会福蛍セン~- 7月181:17月20日 JlI西地区

城南公民館 十，}j lね 城下地区

西部地区 (ド車!tJ.ti~lr ・鎌IJìf・ II!íJ~ - 新
西部公民館 田f・Jlt，功fmS.JI ::塚・'ÎÏ';~Plr-総が打:・ 務f

7 J.l 19悶 7月21日w・総が訂i:Jt・城Jt-緑が斤:llq)
壇回母子健康センター (将 ((1世

秋和・上11尻・下iI尻
(19日)

JA中llll!支所 (21日) 中塩田地区

神科地区の一部 (告11111-Ut努111・'iX

上野が丘公民館 士見f'i・住Etfが仔.・相jI科新Jit-型f竹・
7月25日7月27日 西野竹・'l1t)!:.JliII;! ・ (~'I"J ・5終始・貴志沢)
1:Ja 体}

川辺町会館
川辺・泉困地区の一部 (I:UllJji・)11

辺町-Mト)

神JlI地区 (大jやおド・ド山本・みす

紳川地区公民館 ずhlti・.みすずh，lt-I:t'l'木・絡が托・
久保林・~\~呼・ I :Vx-1付分・下側・ J :JIIlÍ)

7月26円 7月28日
東部地区 (絡人・)jtlllr・1'，常ITI-"けj)

(~ ω 
JTI・下常111・Jt治;111・材本OIT- 1ï~人}

土田市文化センヲー 南部地区 (rtoiX~!IJ汀・品PI'・総陥田I ・
」じ犬神目IJ ・~尻町・み;酬I ・ 本 1ぶ阻f - )に

千四f)

4申科地区の一郎 (<íì J ~-.k久f.+!-1量
上野が丘公民館 I:H~州 1j')

8月11ヨ8月3日 .般地区
ω ω4 

川辺・泉困地区の一線 (担11矧・ド之
川辺町会鎗

条-~高地・ 1Iミ築地・‘I~i~・品.HII.，';111) 

北部地区 (上川}J;i柳田f・門IJlJji柳川・

愛正:1町・ |・鍛治田I・鍛jf'i町・1:fJ}IJ1・

よ国市医師会館 8月2日 8月4日 FJJ}ILI-柳町・新日1・)1111・I二車It般的・}

{~ 自笛 中央地区(織田l・首位野田f・原町・袋町・

11;初!日J-1116IT-九品Oll可・.+.:田I・北大手〉

J A中主霊園支所 東iI図・西纏田-JlIJ所地区

上田市医師会館 8月9日 8月11日 初回のツベルタリン反応が(+Jの
(湾検査日) {制 (鎗 ときは再検査を受けてください。

※7月19日と21日は会場が異なります。お間違えのないように。

.お年寄り痴ほう相談会

日ごろのお年寄りの言動について、どのように対応

したらよいのか悩んでいるご家族を対象に、お年寄り

の「痴ほう相談会」を行います。

bとき 7月10日(周)午前9時30分から bところ
高齢者福祉センター (常磐城3-3 -18・クリーンセ

ンター西鱗) c>相談料 無料 b相談担当者 国立

小諸療養所・堀内静子さん c>申し込み 予約制です

ので、 7月7日掛までに高齢者福祉センターへ申し込

みくださし、。先着5人まで受け付けます。c>問い合

わせ 高齢者福祉センター(包⑫ 21 1 9) 
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